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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
震
災
復
興
に
お
け
る
企
業
の
投
資
環
境
整
備
と
雇
用
創
出
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
の
景
気
の
現
状
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
持
ち
直
し
て
お

り
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
持
ち
直
し
傾
向
が
続
く
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
が
、
電
力
供
給
の
制
約
や
原
子
力
災
害
の
影
響
、

海
外
景
気
の
下
振
れ
懸
念
に
加
え
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
等
に
よ
っ
て
も
、
景
気
が
下
振
れ
す
る
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

「
日
本
再
生
の
た
め
の
戦
略
に
向
け
て
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
な
い
空
洞
化

の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
当
面
は
、
電
力
制
約
や
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
二
つ
の
不
安
要
因
の
払
拭
に
全
力
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
今
後
、
立
地
競
争
力
の
強
化
の
た
め
、
成
長
分
野
に
お
け
る
生
産
・
研
究
開
発
拠
点
等
に
対
す
る
国
内
立
地

補
助
及
び
国
税
と
地
方
税
を
合
わ
せ
た
法
人
実
効
税
率
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
下
げ
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
平
成
二
年
比
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
と
い
う
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
目
標
に
つ
い
て
は
、

一



平
成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
四
年
ま
で
の
五
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
及
び
吸
収
量
に
基
づ
き
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
電
源
構
成
の
み
な
ら
ず
、
経
済
活
動
の
状
況
等
様
々
な
要
因
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
目
標
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
全
体
の
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力
に
よ
る
発
電
量
の
比
率
が
低
下
し
、
火
力
発
電
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た
場

合
、
燃
料
費
が
増
加
し
、
発
電
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
が
、
電
気
料
金
を
値
上
げ
す
る
か
ど
う
か
は
、
総
体
的
な
原
価
の
動
向

を
踏
ま
え
、
一
般
電
気
事
業
者
が
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
一
般
電
気
事
業
者
が
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
電
気
の
供

給
に
係
る
料
金
を
値
上
げ
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、
認
可
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、

経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
料
金
が
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
等
の
観

点
か
ら
審
査
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
被
災
者
等
就
労
支
援
・
雇
用
創
出
推
進
会
議
が
取
り
ま
と
め
た
「
「
日
本
は
ひ
と
つ
」
し
ご
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
復
旧
事
業
の
推
進
、
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
拡
充
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職
支
援
の
強
化
、
雇

用
保
険
の
延
長
給
付
の
拡
充
、
未
払
賃
金
の
立
替
払
の
迅
速
な
実
施
等
に
取
り
組
み
、
被
災
者
の
雇
用
の
維
持
・
確
保
や
生

二



活
の
安
定
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三

年
七
月
二
十
九
日
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
決
定
）
を
踏
ま
え
、
更
な
る
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

経
済
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
「
政
策
推
進
の
全
体
像
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

「
国
と
国
の
絆
の
強
化
に
向
け
て
は
、
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
閣
議
決

定
）
に
基
づ
く
高
い
レ
ベ
ル
の
経
済
連
携
推
進
や
経
済
安
全
保
障
の
確
立
等
、
国
と
国
と
の
絆
の
強
化
に
関
す
る
基
本
的
考

え
方
及
び
進
め
方
を
、
震
災
や
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
農
業
者
・
漁
業
者
の
心
情
、
国
際
交
渉

の
進
捗
、
産
業
空
洞
化
の
懸
念
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
検
討
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で

あ
る
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
は
産
業
の
国
際
競
争

力
の
強
化
に
関
す
る
施
策
及
び
、
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

経
済
の
発
展
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
、
同
法
を
適
切
に
運
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

三



八
に
つ
い
て

我
が
国
の
原
子
力
技
術
に
対
す
る
期
待
は
、
引
き
続
き
、
幾
つ
か
の
国
か
ら
表
明
さ
れ
て
お
り
、
諸
外
国
が
我
が
国
の
原

子
力
技
術
を
活
用
し
た
い
と
希
望
す
る
場
合
に
は
、
我
が
国
と
し
て
は
、
相
手
国
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
世
界
最
高
水
準

の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
を
提
供
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
際
的
な
原
子
力
協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証

委
員
会
が
行
っ
て
い
る
事
故
原
因
の
調
査
や
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
お
け
る
原
子
力
安
全
へ
の
取
組
強
化
の
検

討
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
我
が
国
と
し
て
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
各
国
と
の
原
子
力
協
力
に
つ
い
て
は
、
外
交
交
渉
の

積
み
重
ね
や
培
っ
て
き
た
国
家
間
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
、
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四


